
唐
隈
港
に
漂
着
物

大
量
の
流
木
が
漂
着　

７
月
24
日
、
唐
隈
港
に
大
量
の
流
木
な
ど
が
漂

着
し
、
地
元
業
者
が
翌
日
、
撤
去
し
ま
し
た
。

　
原
因
と
し
て
は
、
大
雨
と
な
っ
た
同
14
日
か
ら

15
日
以
降
、
八
代
海
で
目
撃
さ
れ
て
い
た
流
木
な

ど
の
一
部
が
風
で
流
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
流
木
の
主
の
な
も
の
は
、
竹
や
木
く
ず
で
、
大

き
な
も
の
は
少
量
で
し
た
が
、
港
湾
内
を
埋
め
尽

く
し
ま
し
た
。
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町
内
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
や
サ
ツ
マ
イ
モ
畑
が
７

月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
ヒ
マ
ワ
リ
畑
に
変
化

し
ま
す
。
花
言
葉
は
「
憧
れ
」「
情
熱
」
な
ど
前

向
き
な
言
葉
が
多
く
、
太
陽
に
向
か
っ
て
花
が
咲

く
様
子
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　
ヒ
マ
ワ
リ
を
植
え
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
景

観
づ
く
り
と
作
物
の
緑
肥
と
し
て
の
効
果
が
あ
り

ま
す
。
町
内
の
中
で
も
、
長
崎
鼻
灯
台
公
園
付
近

の
畑
は
、
た
く
さ
ん
の
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き
誇
り
、

公
園
を
バ
ッ
ク
に
写
真
を
撮
る
観
光
客
の
姿
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。　

町
内
の
畑
で
き
れ
い
な
ヒ
マ
ワ
リ

お
日
様
に
向
か
っ
て
咲
く
花

　
８
月
１
日
、
川
内
地
区
の
田
ん
ぼ
で
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
が
目
撃
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
「
幸
せ
を
運
ぶ
鳥
」
と
も
言
わ

れ
、
シ
ロ
サ
ギ
よ
り
も
大
き
く
、
ツ
ル
よ
り
は
小

さ
い
体
長
で
、
黒
く
て
太
い
く
ち
ば
し
に
、
翼
の

先
が
黒
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
長
島
町
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
目
撃
さ
れ
た
の
は
お

そ
ら
く
初
め
て
で
、目
撃
し
た
篠
嵜
峰
子
さ
ん（
薄

井
）
は
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
る
の
か
と
思
っ
て

驚
い
た
。
み
ん
な
に
幸
せ
が
来
た
ら
良
い
な
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

天
然
記
念
物
コ
ウ
ノ
ト
リ

幸
せ
を
運
ぶ
鳥
が
長
島
町
へ

第
44
回
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
鹿
児
島
県
大
会

町
内
の
選
手
ら
大
健
闘

　
７
月
28
日
、
第
44
回
Ｂ
＆
Ｇ
ス

ポ
ー
ツ
鹿
児
島
県
大
会
が
鹿
屋
市

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
町
内
の
小
・
中
学
生
、
計
15

人
が
水
上
競
技
カ
ヌ
ー
の
部
に
参

加
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

小
学
４
年
男
子

第
１
位　
二
階
堂
晴
斗

第
２
位　
江
口　
創
太

第
３
位　
濵
﨑　
悠
吾

小
学
５
年
男
子　

第
１
位　
山
下
日
々
煌　
　

第
２
位　
瀬
ノ
口
琉
聖

小
学
５
年
女
子

第
１
位　
二
階
堂
愛
莉　
　

第
３
位　
山
本　
望
月

小
学
６
年
男
子　

第
１
位　
清
水　
竣

第
２
位　
脇
田　
新
大

小
学
６
年
女
子　

第
１
位　
町
田　
結
亜　
　
　

第
２
位　
山
嵜　
伊
織

中
学
生
の
部
男
子　

第
２
位　
小
川　
鉄
生

第
３
位　
山
下　
光
煌


